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全国で注目される施策や課題は、地域で暮らす私たち
にどう影響するのか？身近に起きた出来事やトレンドなど、
幅広い分野のニュースを紹介していきます。ネットでもさ
まざまなニュースを紹介しています。

シティライフNEWS　で検索

フィッシング詐欺に注意しよう　協力：大阪府警察

フィッシング詐欺とは
　銀行やクレジットカード会社などの企業を装った電子メールやホームページを用いて
個人の金融情報などを聞きだそうとする手口のこと。

【 聞き出そうとする個人情報の例 】

クレジットカード番号、キャッシュカード番号、暗証番号、住所、氏名、電話番号、オークション、プロバイダ、
電子メールなどのID･パスワードなど

【 具体的な手口の例 】

1. 犯人が、実際にあるインターネットバンキングや
   ショッピングサイトなどの本物そっくりのウェブサイトを作る。
2. その後、右記のようなメールを送り付ける。

3. 添付されたURLから、偽のサイトへ誘導して、
　パスワード･クレジットカード情報などの個人情報を
　入力させ、情報を盗む。

【注意する点】
● メールに添付されたリンク先を不用意にクリックしない。
   （メールアドレスの差出人の名前は簡単に詐称することができる）
● メールで個人情報の入力を求めてきたら、要注意！送られてきたメールが本物かどうか確かめる。
● 金融機関のID･パスワードなどを入力する場合は、金融機関から通知を受けているURLを直接入力するか、
   正規のURLをお気に入り登録などしておいて、常に正規のページにアクセスすることを心がける。
● ショッピングサイトなど、本物そっくりのサイトがあるので、URLなどが正しいかよく確認する。

「このサイトは、もしかしたら偽物かも…」と疑うようにし、
不用意にクレジットカード情報などを入力しないように気をつけよう。

差出人 : ◯◯◯◯会社

登録

当選のお知らせ

・ 新型携帯電話が当選しました。
・ こちらをクリックして確認↓

おめでとう
　　ございます！！

差出人 : ◯◯◯◯銀行
無題

http://www.000000000

◯◯銀行からの
お知らせ
　あなたのインターネットバ
ンキング口座に不正なアク
セスがありました。
　こちらのサイトより、ID・パ
スワードを変更してください。

高 槻 市 摂 津 市茨 木 市

平成30年大阪府北部地震義援金の募集について

http://www.akaihane-osaka.or.jp/

　今回の地震によって被害を受けた被災者を支援するため、社会福祉法人大阪府共同
募金会では、義援金を募集している。集められた義援金は、大阪府に設けられた義援金募
集委員会で使途や配分について決定し、被災した市町を通じて被災者に支給される予定。
募集期間は9月28日まで。
　詳しくは、大阪府共同募金会ホームページにて。

●災害全般に関する問い合わせ　コールセンター　072-655-2750
●り災証明に関する問い合わせ　資産税課　072-620-1615
●災害見舞金　

地震により、治療に3カ月以上要する傷害を負った方3万円。住家に一定
以上の被害を受けた方。全壊（全焼）5万円、半壊（半焼）3万円
障害福祉課　072-620-1636

●災害弔慰金　
地震により亡くなった方の遺族に。亡くなった方が生計維持者500
万円、それ以外250万円　
障害福祉課　072-620-1636

●災害救護資金の貸付　
世帯主が負傷または住家（半壊または全壊）、家財に被害を受けた方
障害福祉課　072-620-1636

●市税の減免、猶予　
地震により、多額の出費を要した人
市民税 市民税課　072-620-1614
固定資産税 資産税課　072-620-1615、
納税猶予 収納課　072-620-1616

●国民健康保険料の減免など　
一定以上の被害にあった方　保険年金課　072-620-1631

●国民年金保険料の免除など　
一定以上の被害にあった方　保険年金課　072-620-1632

●介護保険料の減免など　
一定以上の被害にあった方　長寿介護課　072-620-1639

●各種証明書の発行手数料の免除　
一定以上の被害のあった方
市民課　072-620-1621　市民税課　072-620-1614
救急救助課　072-622-6959

●水道料金、下水道使用料の軽減　
敷地内の水道管等が破損し漏水した方
営業課　072-620-1691

●耐震改修、診断補助
平成12年（除却は昭和56年）5月31日以前に建築確認を受けて建
設された建築物について、耐震診断、改修除却に一部補助
居住政策課　072-655-2755

●住宅改修支援金［新制度］　
震災による損害（全・半壊、一部損壊）に伴い30万円以上の費用を
要した改修等を補助。所得制限あり。事後申請可。
居住政策課　072-655-2755

●転居費用支援金［新制度］
被災に伴う別の市内賃貸住宅への転居（引越）費用を補助（全・半
壊、一部損壊）。所得制限あり。事後申請可。　
居住政策課　072-655-2755

●こころ相談　こころのケアセンター　070-1443-9402
●災害支援ボランティア相談窓口　

社会福祉協議会災害ボランティアセンター　072-627-0086

●災害全般に関する問い合わせ
市役所総合センター1階　市民生活相談課内　
072-674-7022（総合案内）

●り災証明に関する問い合わせ　総務部資産税課　072-674-7143
●災害見舞金　

災害により治療期間1カ月以上の傷害を受けた
市民総務部危機管理室　072-674-7314

●災害弔慰金　
地震により死亡された市民のご遺族及び心身に重度の障がいを受けた
総務部資産管理課　072-674-7686

●市税の減免　
一定以上の被害を受け、納付期限までに納付が困難
総務部市民税課　072-674-7132

●国民健康保険料の減免、猶予など　
家屋などに多大な損害を受け、保険料納付が困難
納付相談　072-674-7076

●国民健康保険医療費の一部負担金の免除など　
災害により世帯主死亡もしくは障がい者となり、又は家屋の全半壊な
ど著しい損害を受けた。収入が一定水準以下となった場合
健康福祉部医療給付課　072-674-7079

●介護保険料の減免など　
家屋などに多大な損害を受け、保険料納付が困難
納付相談　072-674-7076

●水道料金などの減免　
漏水による水道料金の減額　水道部料金課　072-674-7902

●災害ごみ収集　
ガラス、せともの類、瓦、がれきなど　清掃業務課　072-669-1153

●災害ごみ持込み　
ガラス、せともの類、瓦などの災害ごみ
高槻クリーンセンター　072-669-1950

●住宅支援窓口　
住宅の各種制度や相談窓口の紹介　住宅課・建築課　072-674-7794

●住宅耐震化への補助金　
昭和56年5月31日以前に建築確認を受けて建てた建築物につい
て、耐震診断費用などの一部補助
都市創造部審査指導課　072-674-7567

●健康、こころ相談　保健予防課　072-661-9335
●災害ボランティアセンター

高槻市社会福祉協議会　080-5068-9427

●災害全般に関する問い合わせ　防災管財課　06-6383-1325
●り災証明申請特設窓口専用ダイヤル　06-6170-1300
●災害障害見舞金　

地震により心身に障害を受けた方。生計維持者の場合250万円。
それ以外125万円　保健福祉課　06-6383-1386

●災害弔慰金　
地震により亡くなった方の遺族に。死亡した市民が生計維持者500
万円。それ以外250万円　保健福祉課　06-6383-1386

●災害援護資金の貸付　
世帯主が負傷または住家（半壊または全壊）、家財に被害を受けた方
保健福祉課　06-6368-1386

●市税の減免　
一定以上の被害にあった方
市民税課　06-6319-1990　固定資産税課　06-6383-1349
納税課　06-6383-6133

●国民健康保険料の減免、猶予など　
災害などにより家屋の損害を受けた方　国民年金課　06-6383-1555

●国民健康保険医療費の一部負担金の免除など　
災害などにより家屋の損害を受けた方
国民年金課　06-6383-1555

●介護保険料の減免など　
一定以上の被害にあった方　高齢介護課　06-6383-1379

●災害ごみ収集　
大量に出る場合などは　環境業務課　072-634-0210

●災害ごみ持込み　
地震により破損した家財道具などを大量に、一度に処分したい場合
は、環境センターへ直接持ち込み可能　072-634-0211

●住宅耐震化への補助金　
昭和56年5月31日以前に建築された建築物について、耐震診断費
用などの一部補助　建築課　06-6383-1407

●被災住宅の応急処置　
住宅が半壊または大規模半壊の被害を受け、自ら修理する資力のな
い世帯に、限度額1世帯58万4千円を補助
建築課　06-6383-1407

●健康、こころ相談　
大阪府茨木保健所地域保健課精神保健福祉チーム
072-624-4668

●災害ボランティア相談窓口　
摂津市地域福祉活動支援センター　06-6318-1128

　市民がツアープロデュース
　ここでしかできない暮らし体験を

の「デュアル暮らしツアーズ」
は現地での体験ツアーが中心
で、地元市民が“暮らしナビゲ

ーター”として企画と案内役を担う。1年
前に淡路島へ移住してデュアル暮らしを
実践している女性ライターや、神戸に住

こ

4市連携で島・都市交流
自然と都市の“いいとこどり”発信

神戸の秘境の里山
で過ごす！大人と子
どもの夏休み体験！
開催日:8/18（土） 

漁師町の老舗魚屋さんが伝授！
”さばける女”になるツアー
開催日:今秋開催予定 

移住者の呼び込みを目的に、神戸市・芦屋市・淡路市・洲本市の4市は合同プロモーション事業『島&都市デュアル暮ら
しツアーズ』を展開。「デュアル」とは「２つの」を意味する言葉で、自然豊かな淡路・洲本と都市である神戸・芦屋は海
を挟み隣接することから、「地方と都会」両方のいいとこどりをした暮らしができると提案している。渋谷や新宿でもイベント
を開催するなどして首都圏での発信も行っている。

みながら淡路島で起業・運営支援を行っ
ているNPO代表理事などナビゲーター
の種類も様々だ。ツアーは自然栽培農家
の協力のもとで収穫体験を実施するもの
や老舗の漁師に魚のさばき方を伝授して
もらうもの、レトロモダンな芦屋のサロンで
薬膳アドバイザーから和薬膳を学ぶもの
など、受け入れる地域の人 と々実際に交
流しながらデュアルな暮らし体験ができる

ものばかり。
 　 今後は子どもも参加可能な『心と体と
五感をフル活用！淡路島の大自然で冒険
遊び場体験』や『神戸のイメージを覆す

“Ｂ面の神戸”でおなかいっぱい食べ歩
き！』といったガイドブックに載らない場所
を巡るツアーなどが予定されている。詳し
い情報は同事業の公式ホームページ

（https://shimatoshi.jp）にて。

木市は市制70周年を記念し
て、映画「葬式の名人」の制
作に全面協力する。映画は、

少年時代を茨木市で過ごしたノーベル
文学賞作家、川端康成の名作群を原案
とした、オリジナルストーリーによる群像コ
メディ。周年記念事業を模索していた市
の担当者が、茨木高校出身の脚本家、
大野裕之さんに相談したところ、川端康
成をテーマにした映画制作の提案があり、
実現した。市は、制作費の経済的支援や
市内ロケでの撮影における調整、広報活
動の面で協力していく。
　夏には、日本アカデミー賞受賞実績など
がある、豪華制作スタッフ陣が茨木の地に

集結し、撮影がスタート。11月に市内でプ
レミア上映を行い、全国公開は来年の予
定。市の担当者は「いわゆるご当地映画
ではなく、世界中の人々に愛される作品
にしたい」と話す。またふるさと納税を活
用したクラウドファンディングを実施し、映
画制作に共感する「仲間」を募っている。
詳細は茨木市HPへ。

茨

茨木市内オールロケの映画制作が決定
川端康成の名作群を原案に

左から脚本家の大野裕之さん、福岡洋一市長、監督の樋口尚文さん。

※各市の支援制度には、諸条件あるため、詳細は問い合わせを。

津市は昨年度から、「STOP 
MIキャンペーン」に取り組んで
いる。MIとは「myocardia l 

infarction（心筋梗塞）」の略。同キャンペ
ーンは、日本循環器学会が心筋梗塞によ
る死亡を半減させることを目的として始め
たもので、同市は全国初のモデル地区に
選ばれた。心筋梗塞の致死率は40％で、
そのうち病院搬送前に亡くなる人は80%

以上。前兆を見逃さないことや一刻も早
い受診が必要だ。市では、健康教室など
の開催や、ポスターやチラシを作成して周
知活動を行っている。担当者は、「キャンペ
ーンを始めてから、市への問い合わせや、
医療機関を受診する市民が増えている」
と話す。

摂

全国初のモデル地区に
ストップ心筋梗塞キャンペーン

若い世代にも知っ
てもらえるようPR活
動を強化していく。

　子どもが描いた絵やメッセージが、
荷台の後面に大きく掲載されたトラック
がある。「こどもミュージアムトラック」は、
5年前から株式会社宮田運輸（高槻
市）が始めた、交通事故や危険運転を
なくす取り組みのひとつだ。ドライバー
の似顔絵や「おとうさんしごとがんばっ
てね」などの言葉も添えられている。
　きっかけは、同社のドライバーが起こ
した交通事故だった。同社社長・宮田博
文さんは、「子どもの描いた絵を背負っ
て走っていると、事故を起こしたくないと
思い、自然と丁寧な運転になり、安全運
転につながります」と話す。また絵は、他
者から見られている緊張感をドライバー
にもたらす効果もある。他の車からの、
無理な割り込みや車間をつめられるな
ども減ってきたという。

　全国に広がる
　やさしい気持ち

の取り組みに運送会社や物
流会社など70社が協力し、

「こどもミュージアムプロジェク
ト」として全国に広がっている。さらにこの
運動を多くの人に知ってもらおうと、9月2
日には、「第1回こどもミュージアムフェスタ
2018」が大阪万博記念公園で開催され
る。子どもたちの絵でラッピングされたトラ
ック20台以上が展示されるほか、地域の
子どもたちが描いた絵のコンクール発表
会、コンサートやキッチンカー、交通安全
教室などを実施。同プロジェクト担当の後
藤さんは、「イベントを通して、誰の心にも
ある“やさしい気持ち”を呼び起こし、ドラ
イバーだけではなく、絵を見る周りの人に
も心のゆとりをもってもらえたら」と交通事
故の減少への思いを語った。

安全運転の願いを込めた取り組み
子どもが描いた絵を載せて走るトラック

イベント内で発表される絵のコンクール受賞作品は、トラックの荷
台や自動販売機にラッピングされる。

子どもの絵をトラックに掲載してから5年。1台も事故を起こして
いないという。

こ

　地震による被害状況

月18日7時58分、最大震度6、マ
グニチュード6.1の地震が大阪
北部を襲った。高槻市、茨木市、

箕面市では震度6弱、豊中市、吹田市、摂
津市でも震度5強を記録し、大阪府全体
で4人の死者と360人の負傷者を出した。
住宅は10棟が全壊し181棟が半壊に

（7/13時点）。高槻市では水道管が破裂
して大量の水が道路に溢れた。一時は電
気、ガス、水道などのライフラインがストップ、
電話も不通になった。JRや阪急、大阪モ

大阪府北部地震における各市の支援

6

北摂地域を襲った大阪北部地震。被害の大きかった地域では、今もなお生活に支障をきたしている住民も多い。
各市では、地震被害に関する問い合わせ窓口を設置し、さまざまな支援を行なっている。該当する方はぜひ制度を活用してほしい。

ノレールなどの交通機関はこの日、軒並み
運行休止に、飛行機も欠便が相次いだ。

　不足するボランティア

源地に近い地域では、本棚や
食器棚が倒れ、室内に足の踏
み場もないほど物が散乱し、ガ

ラスや食器類が割れたという声が聞かれる。
片付けが少しずつ進められているが、府や
社会福祉協議会による災害ボランティアの
数は十分ではなく、順番待ち状態だ。茨木
市在住のSさんは「高齢者の一人暮らしの

方は困っているのでは。優先してボランティ
アを派遣してあげてほしい」と話す。また、
防災リュックも散乱したものに紛れてしまっ
たため、すぐに取り出せる場所に置いておく
ことが大切だと実感したという。

　被災者の現状は？

に亀裂が入ったり、屋根の瓦が
落ちたり、歪みが生じた住宅は、
今後修理等が必要になる。しか

し、「半壊」ではなく「一部損壊」に該当し、
支援制度の補助対象とはならないケースも。

自宅が一部損壊したSさんは、現在賃貸住
宅を借りて住んでいるが、金銭的な負担が
大きい。「修理するにも引っ越しするにも大
きなお金が必要で、すぐには決められない。
先のことを考える気が重くなります」と肩を
落とす。支援制度からこぼれ落ちてしまっ
た人の生活再建も今後の課題だ。
　なお茨木市では、一部損壊も含めた独
自の支援制度を設けると発表した。8月中旬
から受付開始。

震
壁


